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　伊豆弧北部、背弧域に位置する新島は、流紋岩を主体とする火山で、一つの玄武岩質噴火ユニットを含んで

いる特徴的な火山である。伊豆弧における火山岩類の近年の岩石学的、地球化学的、およびテクトニクスに関

する研究は多く、島弧横断および縦断方向でのマグマの特徴やその生成過程等について様々に議論されてきた

(例えば、Hochstaedter, 2001; Ishizuka et al., 2003; Tamura et al., 2009; Kimura et al., 2010; Tollstrup et

al., 2010; Haraguchi et al., 2017) 。しかしながら、流紋岩を主体とする新島火山に関する詳細な岩石学

的・地球化学的研究は限られていた。新島火山の大部分を占める流紋岩類は、一色 (1987) により12の噴出ユ

ニット（単成火山）に区分されている。本研究では、その区分および、遠藤 (2012)による研究成果を基に、各

ユニットおよび全体的な岩石学的・地球化学的特徴をまとめ、新島火山の流紋岩質マグマの生成過程について

考察する。さらに、伊豆弧北部における新島火山のマグマの空間的な位置づけについても議論する。 

 

　新島火山の流紋岩類は、含まれるマフィック斑晶鉱物に基づき、斜方輝石－カミングトン閃石タイプ、カミ

ングトン閃石タイプ、カミングトン閃石－黒雲母タイプ、黒雲母タイプの4つのタイプに区分され、これら

は、概ね噴出の時代変化に対応している(例えば、Endo et al., 2010)。また、普通角閃石は黒雲母流紋岩以外

のタイプに含有する場合が多い。流紋岩中に含まれる斜長石のAn mol.%は12～43%で、噴出の時期とともに

減少し、斜方輝石、カミングトン閃石、（普通角閃石）、黒雲母のMg# も時代とともに減少傾向を示す。全岩

化学組成は、流紋岩全体では高いSiO2 (73～78wt.%)、K2O (1.5～3.5wt.%) を示し、各種主要・微量元素組成

図等では4つのタイプごと、および各ユニットでわずかに異なったデータ分布を示す。また、希土類元素

(REE)パターン、不適合元素パターン共に類似するが、ユニットによるわずかな違いが認められた。これらの

ユニットごとの違いは、親マグマに関する違いと分化過程の違いを反映していると考えられるが、流紋岩類全

体としては、ある共通の起源マグマを仮定することは可能である。また、一部の流紋岩中の斜長石斑晶の組成

ゾーニング（逆、あるいは反復ゾーニング）や溶岩中のマフィック包有物の存在 (例えば、Arakawa et al.,

2017) は、玄武岩質マグマの関与を示していると考えられる。一方、流紋岩類のSr同位体比

（0.70317-0.70338）とNd同位体比（0.51300-0.51307）はユニットで違いが明確ではなく、これらの値は

玄武岩ユニットの試料と類似する。 

 

　各種実験岩石学的研究 (例えば、Nicholls et al., 1992)を考慮した場合、新島における流紋岩類の高いSiO2

、K2O量、およびカミングトン閃石の含有と単斜輝石を欠く鉱物組み合わせは、極めて低温 (＜800°C) で低圧

(<3kb)、および含水条件の基に形成されたことを示している。これは、新島における流紋岩の鉱物の平衡関係

に基づくマグマ温度の見積もり（斉藤、2008）とも一致する。また、新島の流紋岩質マグマは、鉱物組み合

わせ、主要・微量元素の特徴からは、普通角閃石、カミングトン閃石、および斜長石の分別を主とした分化し

たマグマである可能性が高い。このことは、流紋岩類にしばしば含有するトーナル岩質捕獲岩がcumulateの特
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徴を示すこととも調和する(例えば、Arakawa et al., 2017)。流紋岩類の起源マグマは、現時点で特定はできな

いが、下部地殻（例えば角閃岩など）ではなく、中部地殻の部分溶融によって形成された可能性が高い。一

方、伊豆弧における広域的な観点から流紋岩類などの珪長質火山岩類の鉱物組み合わせや化学組成等を比較し

た場合、新島の流紋岩類は、伊豆弧北部～中部における火山フロントの流紋岩類とは明らかに異なり、また同

背弧域に分布する他の流紋岩質岩とも必ずしも一致しない。これらの結果は、新島の流紋岩類のマグマの起源

物質、生成条件・生成過程における特異性を示している可能性があり、伊豆弧、沈み込む帯における深部構造

やマグマ生成システムの空間的な違い（多様性）を反映していると推測される。

 
新島火山、高シリカ流紋岩、伊豆弧、カミングトン閃石

Niijima volcano, High silica rhyolite, Izu volcanic arc, Cummingtonite

 

SCG60-P05 日本地球惑星科学連合2018年大会

©2018. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - SCG60-P05 -


